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はじめに

1975年5月25日名古屋城外堀で大発生したヒ

メボタルは都会に住む多くの人々を驚かせた。

外堀は空堀であったために、当時は名鉄瀬戸

級が堀内を走つていて、全国的にも珍 しい鉄

道であった (図 1)。 大津橋下の大津町駅か

ら西へ約40価のところに本町駅があつた。堀

の幅は約50mであり、堀の深さは約袖、堀に沿つ

て公園や緑地があり、大 きな樹木が繁茂 して

いるために、周辺の人工光を遮る状態にあっ

た。しかし、駅舎は終電の午後10:30ごろまで

は人工照明が点けられていたために明るく、

ホタルの発生が抑制されていた。当時はヒメ

ボタルの生活史が福島県の安達良山の奥岳温

泉 (標高1000m)で大場 (1975)によって初め

て鮮明されたばかりであったので、低地での

大発生は予想外の出来事であった。しかしこ

のヒメボタルの大発生の後、長い問堀内を走

り続けてきた名鉄瀬戸線が、名古屋に近い繁

華街の栄に地下で結ばれたため、堀内の線路

や駅舎が撤去され、整地された。このために、
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ヒメボタルの生息環境に大きな影響を与え、

発生数は激減 して保護回復の必要が強 く望 ま

れた。堀内で最初にヒメボタルを発見 した竹

内 (1985)は、 こ のことを契機 に保護活動 を

今日まで続けることになった。ここでは、21

年間にわたる名古屋城外堀におけるヒメボタ

ルの研究と保護活動を中″いとして、発生状況・

生態・環境変化・保護対策とその効果などにつ

いての概説を報告する。

調査地概要

名古屋市中区の大津橋から産業貿易センター

に沿った名古屋城外堀内で、長さ約400Bl、幅

約5tlm、深さ約6mの空堀である (図2)。 堀の

両側には公園や緑地帯が平行してあるため、

堀の周囲には大きな樹木が繁茂 し、周辺の人

工光を述光している。さらに緑地帯に平行 し

て道路が通り、夜通し多くの車が走つている。

堀は文化庁の管轄であるが、線路が敷かれて

いた部分は名鉄、公園や緑地帯は名古屋市の

管轄であり、堀内の線路が撤去された後は名

古屋市に移管された。

図1ヒ メボタルが大発生した名古屋城外堀

大津橋上より大津町駅膳内(1975年5月26日)

図2 名 古屋城外堀のヒメボタル生息地

本町橋より大津橋方面 (1993年5月26日)



経過

1975年5月の大発生か ら21年間のホタルの発

生状況や環境改変の経過は表1に示した通りで

ある。21年間の大きな環境変化は線路撤去、

整地、除草剤散布による堀内植物の枯死、草

刈、人工照明の影響の増大、高架高速道路建

設による影響などが次々に起こり、対応策 と

して、除草剤散布の中止、革刈の見直 し、遮

光の配慮などを関係機関に要請し改善された。

特に高速道路の照明方法については、道路公

国の理解によって、これまで全国に例 を見な

い特殊な照明方法がヒメボタル生息地に沿っ

て導入される見込みである。大発生を契機 に

多くの市民がホタル鑑賞に訪れるようになり、

名城のホタルとして風物詩の一つにな り親 し

まれている。

観察・調査

便利な都会にあって、区域や面積が明確な

堀内のヒメボタルの生息環境は、ヒメボタル

の生態解明にはまたとない良条件であったた

めに、その後の研究の飛躍的進展をみた。 こ

の間に明らかにできた事は発生数、発生期、

発生時間、発生範囲、幼虫の餌、幼虫期間、

生活史、発光パターン、発光交信様式、飛劾

移動、寿命、外敵、形態変異の幅、遺伝的な

背景、人工光に対するllI成虫の反応や疑似雌

発光に対する雄成虫の反応など多岐にわたる

(文献参照)。

保護活動

除草剤散布の中1に、革刈の配慮、保護区の

設定、ホタルと生息地のパンフレット作成、

保護パ トロールと案内、案内板の設置、観察

台の設置など関係機関に要請し実現 した。

報道機関への情報提供と協力、養護施設な

どでの講演、写真展などを行 つた (竹内,

1985)。

定点観測を長期間続ける意義
一定区域内のホタルの動態や環境変化を長

く継続することは容易ではない。初期の観測

方法や視点も次第に変化 し、観測データの精

度も変わるか らである。 しかし、こうした問

題があるにしても、一定の方法で目視観察 し

た事実には大きな相違はない。特に大発生後、

20年以上にわたる継続観察は昆虫の発生消長

や動態を把握する上で得難い素データといえ

る。このような手法から地域特性が把握され、

生息地の具体的な保護対策を提言できると考

えられる。
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ハー ト出版

名古屋綾外疑の20年間の とメボ タル発生状況

観察年 発 生月口 発 光開始時別 最 な期限黛日 最を期観察値体数 最 終観察ロ 街  与

, 9 7 5年 5月 2 5日

1976年  5月 24日

1977年 5月 20日

1978年 5月 24日
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1994年  5月 12日
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6 月 1 日
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5 月 3 1 日
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5 月 3 1 日
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6 月 1 0 日

6 月 1 0 日

名最稼戸線大卓町駅で大発生

名鉄線戸線65年日で廃藤建地

に生回復 .や '摘理 され る

低二茂 く

保 護区設置

ヒメポ タル発北交信様式併明

マーキング潟空実た

3月 に除 や邦故布

大宮障 る,生 物 杓 1週 間遅れ

を刈配慮 の要望控山

やメぢ中止.小 雨 ,座 多

土 手上 まで束翔

観察 コーナ穀正 ・小雨

■刈案お   ″

紀内 は 2℃ 低い

高連分岐 2号 線照明配虚・低ヨ焼 く

高ヨ統 く.潟 水
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